
令和５年度 認定こども園福島保育所 自己評価 
 

１ 子どもの発達援助 
１－(１)発達援助の基本 

 

１－(１)－① 

保育計画が、保育の基本方針に基づき、さらに地域の実態や保護者の意向等を考慮して作成されている。 

【判断基準】 

ａ）保育計画が、保育の基本方針に基づき、さらに地域の実態や保護者の意向等を考慮して作成

されている。 

ｂ）保育計画は、保育の基本方針に基づき作成されているが、地域の実態や保護者の意向等は考

慮されていない。 

ｃ）保育計画が、保育の基本方針に基づいていない。 

 

 

１－１－(１)－② 

指導計画の評価を定期的に行い、その結果に基づき、指導計画を改定している。 

【判断基準】 

ａ）定期的に指導計画の評価を行い、その結果が次の指導計画に生かされている。 

ｂ）定期的に指導計画の評価を行っているが、その結果が指導計画に生かされていない。 

ｃ）定期的に指導計画の評価を行っていない。 

 

 

１－(２)健康管理・食事 

 

１－(２)－① 

登所時や保育中の子どもの健康管理は、マニュアルなどがあり子ども一人ひとりの健康状態に応じて実

施している。 

【判断基準】 

ａ）登所時や保育中の子どもの健康管理は、マニュアルなどがあり、子ども一人ひとりの健康状

態に応じて実施している。 

ｂ）健康管理は、マニュアルなどはないが子ども一人ひとりの健康状態に応じて実施している。 

ｃ）健康管理は、子ども一人ひとりの健康状態に応じて実施していない。 

 

 

１－(２)－② 

 健康診断の結果について、保護者や職員に伝達し、それを保育に反映させている。 

【判断基準】 

ａ）健康診断の結果について、保護者や職員に伝達し、必要に応じて保育に反映させている。 

ｂ）健康診断の結果について、保護者や職員に伝達しているが、保育に反映させていない。 

ｃ）健康診断の結果について、保護者や職員に伝達していない。 

 

評価 備考 

a 保育課程に基づいて保育計画を立案し保護者の意向を考慮しています。 

評価 備考 

a 日誌や指導計画で振り返りを行っています。 

評価 備考 

a 健康管理マニュアルの内容を重視しながら実施している。 



 

１－(２)－③ 

 歯科健診の結果について、保護者や職員に伝達し、それを保育に反映させている。 

【判断基準】 

ａ）歯科健診の結果について、保護者や職員に伝達し、必要に応じて保育に反映させている。 

ｂ）歯科健診の結果について、保護者や職員に伝達しているが、保育に反映させていない。 

ｃ）歯科健診の結果について、保護者や職員に伝達していない。 

 

 

１－(２)－④ 

 感染症発生時に対応できるマニュアルがあり、発生状況を保護者、全職員に通知している。 

【判断基準】 

ａ）感染症発生時に対応できるマニュアルがあり、発生状況を保護者、全職員に通知している。 

ｂ）感染症発生時に対応できるマニュアルはないが、発生状況を保護者、全職員に通知している。 

ｃ）感染症発生時に対応できるマニュアルもなく、保護者、全職員に通知していない。 

 

 

１－(２)－⑤ 

 食事を楽しむことができる工夫をしている。 

【判断基準】 

ａ）食事を楽しむことができる工夫をしている。 

ｂ）どちらかといえば工夫をしている。 

ｃ）工夫をしていない。 

 

 

１－(２)－⑥ 

 子どもの喫食状況を把握するなどして、献立の作成・調理の工夫に活かしている。 

【判断基準】 

ａ）十分に対応している。 

ｂ）どちらかといえば対応している。 

ｃ）対応していない。 

 

 

 

１－(２)－⑦ 

評価 備考 

a 個々の結果を保護者にお伝えし、保育に反映させています。 

評価 備考 

a 個々の結果を保護者にお伝えし、保育に反映させています。 

評価 備考 

a マニュアルがあり掲示や伝言、おたより等で保護者の方々に知らせしています。 

評価 備考 

ｂ 
食育計画に基づいて楽しい食事ができるようにしていますが、食材や彩りなどさ

らに工夫する必要があります。 

評価 備考 

ｂ 全職員による検食や子どもの喫食状況等を把握し、メニューに反映されています

が、偏食の子が多くなっているので、さらに献立の検討をする必要があります。 



 子どもの食生活を充実させるために、家庭と連携している。 

【判断基準】 

ａ）十分に連携している。 

ｂ）どちらかといえば、連携している。 

ｃ）連携していない。 

 

 

１－(２)－⑧ 

 アレルギ－疾患をもつ子どもに対し、専門医からの指示を得て、適切な対応を行っている。 

【判断基準】 

ａ）アレルギ－疾患をもつ子どもに対し、専門医からの指示を得て、適切な対応を行っている。 

ｂ）－ 

ｃ）アレルギ－疾患をもつ子どもに対し、専門医からの指示を得て、適切な対応を行っていない。 

 

 

 

１－(３) 保育環境 

 

１－(３)－① 

 子どもが心地よく過ごすことのできる環境を整備している。 

【判断基準】 

ａ）よく整備されている。 

ｂ）どちらかといえば整備されている。 

ｃ）整備されていない。 

 

 

１－(３)－② 

 生活の場に相応しい環境とする取り組みを行っている。 

【判断基準】 

ａ）よい取り組みが行われている。 

ｂ）どちらかといえば取り組みが行われている。 

ｃ）取り組みが行われていない。 

 

 

 

 

 

 

評価 備考 

a 食育だよりや食育教室の内容、レシピ等の配布をしています。 

評価 備考 

a 
アレルギーをもつ子には、細心の注意を払い、保護者や担任、調理員と毎月の献

立の確認を行っています。 

評価 備考 

ｂ 採光も良く、衛生的で安全な環境ではありますが、さらに安全に過ごせるよう整

備が必要です。 

評価 備考 

b 
子どもの意欲を誘い、発達に必要な経験が得られるような環境構成の工夫が必要

です。 



１－(４) 保育内容 

 

１－(４)－① 

 子ども一人ひとりへの理解を深め、受容しようと努めている。 

 

 

１－(４)－② 

 基本的な生活習慣や生理現象に関して、一人ひとりの子どもの状況に応じて対応している。 

【判断基準】 

ａ）一人ひとりの子どもの状況に応じてよく対応している。 

ｂ）どちらかといえば対応している。 

ｃ）対応していない。 

 

 

１－(４)－③ 

 子どもが自発的に活動できる環境が整備されている。 

【判断基準】 

ａ）よく整備されている。 

ｂ）どちらかといえば整備されている。 

ｃ）整備されていない。 

 

 

１－(４)－④ 

 身近な自然や社会とかかわれるような取り組みがなされている。 

【判断基準】 

ａ）よく取り組みがなされている。 

ｂ）どちらかといえば取り組みがなされている。 

ｃ）取り組みがなされていない。 

 

 

 

１－(４)－⑤ 

 さまざまな表現活動が自由に体験できるように配慮されている。 

【判断基準】 

ａ）子どもをよく受容しようと努めている。 

ｂ）どちらかといえば子どもを受容しようと努めている。 

ｃ）子どもを受容しようと努めていない。 

評価 備考 

a 
職員全体で、一人ひとりの子どものありのままの姿を受け入れようと努めていま

す。 

評価 備考 

a 子どもの発達状況を見極めて対応しています。 

評価 備考 

b 玩具等はよく整理され使いやすくなっています。 

評価 備考 

b 
地域の自然に親しめる活動をカリキュラムに取り入れているが、今年度もコロナ

ウイルス感染症防止のため自粛した活動が多かった。 



【判断基準】 

ａ）よく配慮されている。 

ｂ）どちらかといえば配慮されている。 

ｃ）配慮されていない。 

 

 

１－(４)－⑥ 

 遊びや生活を通して人間関係が育つよう配慮している。 

【判断基準】 

ａ）よく配慮されている。 

ｂ）どちらかといえば配慮されている。 

ｃ）配慮されていない。 

 

 

１－(４)－⑦ 

 子どもの人権に十分配慮するとともに、文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるよう配慮してい

る。 

【判断基準】 

ａ）よく配慮されている。 

ｂ）どちらかといえば配慮されている。 

ｃ）配慮されていない。 

 

 

１－(４)－⑧ 

 性差への先入観による固定的な観念や役割分業意識を植え付けないよう配慮している。 

【判断基準】 

ａ）よく配慮されている。 

ｂ）どちらかといえば配慮されている。 

ｃ）配慮されていない。 

 

 

１－(４)－⑨ 

 乳児保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に配慮がみられる。 

【判断基準】 

ａ）よく配慮されている。 

ｂ）どちらかといえば配慮されている。 

ｃ）配慮されていない。 

 

 

評価 備考 

b ３歳以上のクラスは、製作コーナー等の環境の見直しを進めています。 

評価 備考 

a 
相手の気持ちがわかるような対応を心がけています。 

きまりを守る大切さを伝える工夫をしています。 

評価 備考 

a  

評価 備考 

a 性差を植えつけないよう気をつけて保育をしています。 



 

 

 

１－(４)－⑩ 

 長時間にわたる保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に配慮がみられる。 

【判断基準】 

ａ）よく配慮されている。 

ｂ）どちらかといえば配慮されている。 

ｃ）配慮されていない。 

 

 

１－(４)－⑪ 

 障害児保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に配慮がみられる。 

【判断基準】 

ａ）よく配慮されている。 

ｂ）どちらかといえば配慮されている。 

ｃ）配慮されていない。 

 

 

２ 子育て支援 
２－(１) 入所児童の保護者の育児支援 

 

２－(１)－① 

 一人ひとりの保護者と日常的な情報交換に加え、個別面談などを行っている。 

【判断基準】 

ａ）送迎の際の対話や連絡帳への記載などの日常的な情報交換に加えて、別の機会を設けて相談

に応じたり個別面談などを行っている。 

ｂ）送迎の際の対話や連絡帳への記載などの日常的な情報交換を行っているが、個別面談などは

行っていない。 

ｃ）一人ひとりの保護者と、子どもについて情報交換を行っていない。 

 

 

 

２－(１)－② 

 家庭の状況や保護者との情報交換の内容が必要に応じて記録されている。 

【判断基準】 

ａ）家庭の状況や保護者との情報交換の内容が必要に応じて記録されている。 

ｂ）－ 

ｃ）家庭の状況や保護者との情報交換の内容が必要に応じた記録がなされていない。 

 

評価 備考 

b 今ある環境の中で、充実した保育ができるよう心がけています。 

評価 備考 

b 一人ひとりが安心して遊べる環境を整え、保育の方法に配慮しています。 

評価 備考 

a 
支援を必要とする子どもの療育先での報告を受けて、保育所でできることを検討

し行っています。専門の研修会に参加し、指導に生かしています。 

評価 備考 

a 積極的に保護者と話し、定期のクラスだよりなどで情報交換を行っています。 



 

２－(１)－③ 

 子どもの発達や育児などについて、懇談会などの話し合いの場に加えて、保護者と共通理解を得るため

の機会を設けている。 

【判断基準】 

ａ）懇談会などの話し合いの場に加えて、保護者の保育参加など、保護者と共通理解を得るため

の機会を設けている。 

ｂ）懇談会などの話し合いの場を設けているが、保護者と共通理解を得るための機会を設けてい

ない。 

ｃ）懇談会などの話し合いの場を設けていない。 

 

 

２－(１)－④ 

 虐待を受けていると疑われる子どもの早期発見に努め、得られた情報が速やかに所長まで届く体制にな

っている。 

【判断基準】 

ａ）虐待を受けていると疑われる子どもの早期発見に努め、得られた情報が速やかに園長まで届

く体制になっている。 

ｂ）虐待などの早期発見に努めているが、得られた情報が速やかに所長まで届く体制になってい

ない。 

ｃ）虐待などの早期発見に努めていない。 

 

 

２－(１)－⑤ 

 虐待を受けていると疑われる子どもの保護者への対応について、児童相談所などの関係機関に照会、通

告を行う体制が整っている。 

【判断基準】 

ａ）虐待を受けていると疑われる子どもの保護者への対応について、児童相談所などの関係機関

に照会、通告を行う体制が整っている。 

ｂ）－ 

ｃ）虐待を受けていると疑われる子どもの保護者への対応について、児童相談所などの関係機関

に照会、通告を行う体制が整っていない。 

 

 

 

２－(２) 一時保育 

２－(２)－① 

 一時保育は、一人ひとりの子どもの心身の状態を考慮し、通常保育との関連を配慮しながら行っている。 

評価 備考 

a  

評価 備考 

a 保護者会や保育参観日、個別懇談も実施しています。 

評価 備考 

a  

評価 備考 

a 虐待を受けていると疑われる子どもの保護者への対応について、関係機関に照

会、通告を行う体制が整っています。 



【判断基準】 

ａ）一時保育の内容や方法によく配慮している。 

ｂ）一時保育の内容や方法にどちらかといえば配慮している。 

ｃ）一時保育の内容や方法に配慮していない。 

 

 

３ 安全・事故防止 
３－(１) 安全・事故防止 

 

３－(１)－① 

 調理場、水周りなどの衛生管理は、マニュアルに基づいて適切に実施されている。 

【判断基準】 

ａ）調理場、水周りなどの衛生管理はマニュアルがあり、常に清潔に保つなど適切に実施されて

いる。 

ｂ）調理場、水周りなどの衛生管理はマニュアルはあるが、適切に実施されていない。 

ｃ）調理場、水周りなどの衛生管理のためのマニュアルがない。 

 

 

３－(１)－② 

 食中毒の発生時に対応できるマニュアルがあり、さらにその対応方法については、全職員にも周知され

ている。 

【判断基準】 

ａ）食中毒の発生時に対応できるマニュアルがあり、さらにその対応方法については、全職員に

周知されている。 

ｂ）食中毒の発生時に対応できるマニュアルはあるが、全職員には周知されていない。 

ｃ）食中毒に関するマニュアルがない。 

 

 

３－(１)－③ 

 事故防止のためのチェックリスト等があり、事故防止に向けた具体的な取組を行っている。 

【判断基準】 

ａ）事故防止のためのチェックリスト等があり、事故防止に向けた具体的な取組を行っている。 

ｂ）事故防止のためのチェックリスト等はないが、事故防止に向けた具体的な取組を行ってい

る。 

ｃ）事故防止に向けた具体的な取組を行っていない。 

 

 

 

 

 

評価 備考 

a  

評価 備考 

a 調理場、水周りなどの衛生管理はマニュアルがあり、常に清潔に保つなど適切に

実施されています。 

評価 備考 

a 内容を熟知し、さらに素早い対応が取れるようにしていきます。 

評価 備考 

a 
危険個所の修繕や定期的な安全点検を行っています。 

ヒヤリハット会議を行って事故防止を未然に防ぐように努めています。 



３－(１)－④ 

 事故や災害の発生時に対応できるマニュアルがあり、全職員に周知されている。 

【判断基準】 

ａ）事故や災害の発生時に対応できるマニュアルがあり、全職員に周知されている。 

ｂ）事故や災害の発生時に対応できるマニュアルがあるが、全職員に周知されていない。 

ｃ）事故や災害の発生時に対応できるマニュアルがない。 

 

 

 

３－(１)－⑤ 

 不審者の侵入時などに対応できるマニュアルがあり、全職員に周知されている。 

【判断基準】 

ａ）不審者の侵入時に対応できるマニュアルがあり、全職員に周知されている。 

ｂ）不審者の侵入時に対応できるマニュアルはあるが、全職員に周知されていない。 

ｃ）不審者の侵入時に対応できるマニュアルがない。 

 

 

評価 備考 

a 危機管理マニュアルが作成され、全職員に周知されています。 

評価 備考 

ａ 不審者侵入時の対応について、検討会をするなど、全職員で周知しています。 


